
ちりつもドリル 1日1枚、ちりつも。

小5 中学受験 算数 ポイント 名前

集合 月 日

まとめ 集合 集合(人数の整理) 標準

① 2つの集合は「A + B − 両方」で、どちらか(少なくとも一方)の人数を求める　② 「どちらでもな
い」は、全体からどちらかの人数をひく　③ 3つの集合は、重なった部分を「たす・ひく・たす」で整理す
る

例

(1) 30人のクラスで、犬をかっている人は18人、ね

こをかっている人は15人、両方かっている人は8人。

どちらもかっていない人は?

犬とねこのどちらかをかっている人は、両方の8人

を2回数えているので、1回分をひく

18+15−8=25人

どちらもかっていない人は、全体からひいて、

30−25=5人

「どちらか」は A + B − 両方。「どちらでもない」

は 全体 − どちらか

(2) 40人のクラスで、水泳18人、ピアノ15人、習字

12人。水泳とピアノの両方6人、ピアノと習字の両方5

人、習字と水泳の両方4人、3つとも2人。どれも習っ

ていない人は?

3つをたすと 18+15+12=45人。2つずつの

「両方」の人を2回ずつ数えているので、

6+5+4=15人をひく

ひくと、3つともの人は3回たして3回ひいたの

で、0回になる。もう一度 2人をたす

45−15+2=32人が、少なくとも1つを習ってい

る

どれも習っていない人は 40−32=8人

3つの集合は「たす・ひく・たす」。「両方」の人数に

3つともの人がふくまれているかを、問題文で必

ず確かめる

(3) 20人のクラスで、Aが15人、Bが13人。AとBの

両方に入っている人は、少なくて何人?

A と B を合わせると 15+13=28人で、全体の

20人より8人多い

この8人は、両方に入っている人を2回数えた分

両方に入っている人が最も少ないのは、どちらに

も入らない人が0人のとき

15+13−20=8人

「少なくて」は、どちらでもない人が0人(全員が

どちらかに入る)のときを考える
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